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平成23年６月３０日

発　　行

6月 30 日現在の会員数 1001 名

平
成
二
十
三
年
度
「
第
五
十
一
回
通
常
総

代
会
」
を
去
る
五
月
十
九
日
午
後
六
時
三
十

分
か
ら
、
高
陽
町
商
工
会
館
二
階
ホ
ー
ル
に

て
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
、
広
島
県
商
工
会

連
合
会
、
よ
り
来
賓
を
お
招
き
し
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

山
本
靖
則
理
事
を
議
長
に
選
任
し
て
議
事

が
進
め
ら
れ
、
平
成
二
十
二
年
度
の
事
業
・

収
支
決
算
の
報
告
と
承
認
を
え
て
、
今
年
度

の
事
業
計
画
・
予
算
等
が
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
江
川
会
長
よ
り
、昨
年
度「
商

工
貯
蓄
共
済
加
入
促
進
事
業
」
に
て
会
員
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
一
昨
年
に
続
き
県
内
一

位
と
な
り
、
特
に
昨
年
度
は
日
本
一
と
な
っ

た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
又
、
本
年
度
は
高

陽
町
商
工
会
設
立
五
十
周
年
を
迎
え
る
輝
か

し
い
年
で
あ
る
旨
、
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
会
終
了
後
、
懇
親
会
に
移
り
来
賓
に

五
名
の
議
員
を
迎
え
名
刺
交
換
・
情
報
交
換

等
和
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
懇
親
会
が
終

了
し
ま
し
た
。
尚
、
東
日
本
大
震
災
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早

い
復
旧
復
興
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

記
事　

総
務
委
員　

髙
木 

和
夫

総
務
委
員
会
報
告　

 
 

 
 

 
 

 

　
　
総
務
委
員
会
委
員
長　

大
前 

清
治

事
務
局
報
告　

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

　
　
　
事
務
局
長　

堂
脇 

成
人

平
成
二
十
三
年
四

月
一
日
か
ら
補
助
員

と
し
て
事
務
局
で
お

世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
ま
で
と
は
全
く
違
う
仕
事
内
容
で
戸

惑
う
こ
と
も
多
く
、
会
員
の
皆
様
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
は
思
い

ま
す
が
、
で
き
る
限
り
早
く
仕
事
を
覚
え
、

少
し
で
も
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
な

れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

永
田 

八
千
代

新
事
務
局
員
紹
介

新
事
務
局
員
紹
介

商
工
会
館
ト
イ
レ
改
修
工
事
完
了
の
お
知
ら
せ

以
前
よ
り
商
工
会
館
ご
利
用
の
方
々
か
ら
和
式
ト
イ
レ
を
洋
式
に

変
更
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
総
務
委
員
会
に
て
機
種
選
定

等
改
修
案
が
作
成
さ
れ
、
昨
年
九
月
三
日
三
役
・
総
務
委
員
会
合
同

会
議
に
て
最
終
改
修
案
作
成
後
九
月
十
六
日
理
事
会
に
て
承
認
さ
れ

た
の
を
受
け
て
九
月
二
十
一
日
競
争
入
札
案
内
を
全
会
員
に
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
し
、
結
果
六
事
業
者
様
よ
り

見
積
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十
月
二
十
九
日
会
長
以
下
総
務
委
員
、

事
務
局
職
員
合
計
十
名
立
会
い
の
下
、
開
封
し
落
札
業
者
「
有
限
会

社
さ
さ
き
」
様
に
決
定
し
、
女
性
ト
イ
レ
三
箇
所
・
男
性
ト
イ
レ
一

箇
所
計
四
箇
所
が
十
一
月
三
十
日
完
成
引
渡
し
と
な
り
ま
し
た
。
商

工
会
館
に
お
越
し
の
節
は
、
き
れ
い
に
改
修
さ
れ
ま
し
た
ト
イ
レ
を

是
非
ご
利
用
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

記
事　

事
務
局
長　

堂
脇 

成
人

　
『
商
工
貯
蓄
共
済
』

　
　
　

悲
願
の
日
本
一
達
成
！

商
工
会
の
共
済
制
度
『
商
工
貯
蓄
共
済
』

平
成
二
十
二
年
度
推
進
に
て
高
陽
町
商
工
会

が
全
国
１
７
４
７
商
工
会
の
中
で
一
位
獲
得

を
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
一
年
度
ま
で
三
年

連
続
全
国
一
位
の
座
を
守
り
続
け
た
山
梨
県

の
南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会
と
最
後
ま
で
競
り

合
い
、
四
月
二
七
日
に
広
島
県
商
工
会
連
合

会
か
ら
正
式
に
通
知
を
頂
き
ま
し
た
。
昨
年

十
月
か
ら
推
進
が
ス
タ
ー
ト
し
、
貯
蓄
共
済

７
９
８
口
、
医
療
特
約
２
９
１
件
の
ご
契
約

を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
〇
月
か
ら
三
月

で
の
推
進
で
会
員
の
皆
様
に
御
協
力
頂
い
た

お
陰
で
あ
り
ま
す
。

低
廉
な
掛
金
で
大
き
な
保
障
の
『
商
工

貯
蓄
共
済
』
を
ご
利
用
頂
き
、
事
業
主
、

大
切
な
ご
家
族
・
従
業
員
の
皆
様
の
万
が

一
の
お
守
り
と
し
て
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

健
康
診
断
助
成
金
等
、
広
島
県
独
自
の
特

典
も
ご
利
用
頂
け
ま
す
。 　

記
事　

事
務
局

　
　
　

経
営
指
導
員　

大
上 

恵
子

　

指
導
員
就
任
に
あ
た
り
ご
挨
拶

平
成
二
十
年
四
月

よ
り
補
助
員
と
し
て

お
世
話
に
な
り
、
三

年
間
商
工
会
会
計
を

中
心
に
仕
事
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の

度
、
四
月
一
日
付
で
指
導
員
に
就
任
い
た
し

新入会員紹介　（入会期間　２３年２月１８日～２３年５月３１日）
事  業  所  名 代　表　者 業          種

みょうだカイロプラクティック 妙田　宜也 整体
和田　一政 不動産業
カラオケパブ　ア・ムール 橋本　富貴江 カラオケ喫茶
ＬＵＳＨ（ラッシュ） 大槻　直子 エステサロン
清水　大介 建設業
髙村内装 髙村　圭一 内装工事業
プティット安佐北ルーム 国貞　京子 民間保育園
小田　正輝 内装工事業
ニュー来夢 沖本　好子 飲食業
㈱寿建設 森川　忠則 建設業
井上商店 井上　範幸 灯篭作り
アシュラン化粧品 中村　千恵子 化粧品販売業
すずめの学校 佐々木　美智子 カラオケ
カラオケスナック夢うさぎ 佐々木　保子 飲食業
上畠社会保険労務士事務所 上畠　輝彦 社会保険労務士
㈱ツルタ 鶴田　雅延 建設業（土木）
㈱三幸産業 田中　博 加工食品製造
松永海事コンサルタント 松永　卓三 船舶管理業務全般
吉村林業 吉村　敏 林業、土木建築サービス業
Clover 河野　潤一 家電取付工事
㈱エイトアップ 松井　孝文 自動二輪中古販売
あきタクシー 角増　英明 個人タクシー
石原英美子 石原　英美子 不動産
升川昌基 升川　昌基 不動産
吉川数登 吉川　数登 大工
ユウショウシステム 山本　晃司 住設
スエトモ鉄筋 末友　孝政 鉄筋組立工事業
㈲クリーンサービスオクダ 奥田　光 ビルメンテナンス業
㈱ＳＳＳサポート 下谷　昌志 軽貨物運送表
ＳＲベア 岡枝　ロザンナ 中古車販売・板金塗装業
㈲ハーティ・フーズ 貞木　正敏 ハンバーガー店
ローソンＬ広島落合一丁目店 本間　克宏 コンビニエンスストア
植原グリーン 藤原　博美 林業
佐々木　博信 不動産業

ま
し
た
。
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
の
仕
事
に
取

り
組
め
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
頂
い
た
こ
と

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

身
に
あ
ま
る
重
責
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一

意
専
心
全
力
を
尽
く
し
、
会
員
の
皆
様
の
ご

期
待
に
添
え
る
よ
う
努
力
い
た
す
所
存
で

す
。
又
、
奥
田
指
導
員
の
転
任
に
伴
い
白
木

地
区
を
担
当
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
何
卒
前
任
者
同
様
、
格
別
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
謹
ん
で
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
六
月　

経
営
指
導
員　

熊
谷 

典
行

平
成
二
十
三
年
二

月
よ
り
高
陽
町
商
工

会
の
記
帳
指
導
職
員

と
し
て
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。            

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
、
皆
様
の
お
役
に
立
つ
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
力
を
尽
く
し
て
参

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。  

不
慣
れ
な
部
分
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

濱
田 

順
子

広
報
委
員
会
報
告　

委
員
長　

生
田 

義
信　

「商工会だより」は年 3回の発行で、各部会・
委員会の活動を会員の皆様にお伝えします。

広報委員会編集会議“ただいま打合せ中”総代会にて報告・承認された決算内容
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青
年
部
報
告　
　
青
年
部
部
長　

滝
口 

恒
明

　

青
年
部
総
会
を
終
え
て

四
月
十
八
日
、
商
工
会
館
に
て
第
四
十
二
回
青
年
部
通
常

総
会
が
行
わ
れ
、そ
の
後
二
人
の
卒
業
生
（
今
年
四
名
卒
業
）

を
交
え
二
十
三
名
で
炭
火
焼
肉
モ
ッ
ク
に
て
懇
親
会
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
研
修
と
慰
安
を
兼
ね
た
旅
行
先
で
総

会
を
行
う
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
本

年
度
よ
り
商
工
会
館
に
て
総
会
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
今
年
は
新
た
に
三
十
四
名
の
メ
ン

バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
訳
で
す
が
、
す

で
に
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
三
月

十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
後
、
我
々
青
年
部

は
一
刻
で
も
早
く
と
三
月
二
十
日
に
は
地
元

中
学
校
と
共
に
町
内
の
ス
ー
パ
ー
に
て
募
金

活
動
を
行
い
、
４
９
万
５
６
７
０
円
も
の
義

援
金
を
送
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
様
々
な
活
動
を
経
験
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
我
々
青
年
部
は
団
結
力
・
行

動
力
共
に
大
き
な
力
を
秘
め
た
団
体
だ
と
自

負
し
て
お
り
ま
す
。
高
陽
と
白
木
が
合
併
し
、

商
工
会
の
存
在
意
義
も
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る

現
在
、
商
工
会
こ
そ
が
今
後
の
地
域
経
済
の
発
展
の
原
動
力

に
な
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に
青
年
部
が
ど
の
よ
う

な
係
わ
り
を
持
つ
事
が
出
来
る
の
か
、
如
何
に
貢
献
が
出
来

る
の
か
？
各
委
員
会
・
部
会
と
連
携
を
取
り
つ
つ
精
一
杯
考

え
、
実
践
を
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

若
さ
の
魅
力
は
発
想
力
・
行
動
力
で
す
。
失
敗
を
恐
れ
ず

青
年
部
ら
し
く
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
考
え
一
緒
に
活
動
し
て

ま
い
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
指
導
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

　
　
　

記
事　

青
年
部
部
長　

滝
口
恒
明

「
女
性
部
活
動
に
参
加
し
て
」

―
 

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
が
女
性
部
を
変
え
た―

 　

佐
々
木
和
子
さ
ん
発
表　

第
十
四
回
女
性
部
主
張
発
表
大

会
広
島
大
会
日
頃
の
女
性
部
活
動
を
通
じ
て
、
自
ら
の
意
見

を
主
張
す
る
大
会
が
去
る
五
月
二
十
四
日(
火)

に
グ
ラ
ン

ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
に
て
開
催
さ
れ
、
昨
年
に
引
き
続

き
わ
が
町
よ
り
、
代
表
し
て
佐
々
木
和
子
さ
ん
が
、
日
頃
の

女
性
部
活
動
を
通
じ
て
感
じ
て
い
る
こ
と
を
発
表
。
大
変
力

強
い
発
表
内
容
に
会
場
か
ら
も
大
き
な
感
動
の
拍
手
が
沸
い

て
い
ま
し
た
。
審
査
結
果
、
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
下
か
ら
選
ば
れ
た
発
表
者
七
名
が
発
表
。

佐
々
木
さ
ん
は
、
昨
年
女
性
部
が
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
を
通
じ

て
、
女
性
部
の
活
性
化
が
図
ら
れ
、
高
陽
町
商
工
会
に
女
性

部
在
り
と
の
存
在
を
ア

ピ
ー
ル
が
出
来
た
成
果

を
発
表
。
活
性
化
に
伴

い
、
良
い
影
響
が
各
事

業
に
亘
っ
て
表
れ
た
事

例
も
発
表
さ
れ
た
。　

中
で
も
、
商
工
貯
蓄
共

済
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
て
女
性
部
の
貢
献
が

多
大
に
て
全
国
一
位
に

な
っ
た
こ
と
や
、
女
性

部
員
も
十
四
名
も
新
規
加
入
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
顕
著
な

事
例
に
会
場
か
ら
は
注
目
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
制
限
時
間

内
十
分
の
な
か
で
、
一
生
懸
命
発
表
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
た

く
さ
ん
の
聴
講
者
か
ら
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
審
査
結

果
は
、
優
秀
賞
と
、
大
変
立
派
な
賞
に
輝
き
佐
々
木
さ
ん
自

ら
も
、
満
足
感
に
溢
れ
る
発
表
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

 

記
事　

女
性
部
副
部
長　

原
田
美
佐
子

女
性
部
報
告 　
女
性
部
部
長　

大
瀬
戸
紫
苑
子

　

平
成
二
十
三
年
度　

女
性
部
通
常
総
会
開
催

　

第
四
十
二
回
女
性
部
通
常
総
会
が
、
去
る
五
月
二
十
六
日

（
火
）、
高
陽
町
商
工
会
会
館
二
階
に
て
開
催
。
昨
年
の
事
業

報
告
や
決
算
書
の
承
認
、
新
年
度
の
事
業
計
画
並
び
に
予
算

書
案
の
承
認
、
更
に
は
役
員
の
一
部
改
選
、
弔
意
規
程
の
一

部
改
正
な
ど
を
審
議
し
、
実
質
的
な
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
、
日
帰
り
交
流
会
を
兼
ね
た
総
会
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
総
会
だ
け
を
開
催
す
る
や
り
方
を
今
年

度
よ
り
実
施
。当
日
は
、

部
員
三
十
七
名
が　

出

席
の
も
と
、
慎
重
審
議

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
報
告
の
な
か
で
は
、

部
員
の
新
規
加
入
の
報

告
や
貯
蓄
共
済
の
日
本

一
へ
の
貢
献
な
ど
う
れ

し
い
報
告
が
続
き
ま
し

た
。
ま
た
、
女
性
部
の

主
張
発
表
で
は
、
佐
々

木
和
子
さ
ん
の
優
秀
賞
の
報
告
も
重
な
り
、
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
に
参
加
の
皆
さ
ん
も
に
こ
や
か
な
雰
囲
気
の
総
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
規
の
事
業
と
し
て
結
婚
活
動
を
女
性
部
が
手

掛
け
て
、
地
元
の
街
を
活
性
化
し
よ
う
と
ー
意
気
込
ん
で
い

ま
す
。
今
の
女
性
部
の
雰
囲
気
で
は
何
で
も
出
来
る
感
触
に

て
、
部
員
一
人
一
人
実
感
と
し
て
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、「
商
工
会
に
女
性
部
在
り
」
の
心
意
気

で
皆
さ
ん
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

記
事　

女
性
部
部
長　

大
瀬
戸
紫
苑
子

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
報
告 　

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
委
員
長　

 

沖
田 

龍
一  

平
成
二
十
三
年
度　

活
動
予
定

島
お
こ
し
み
か
ん
狩
り

　

○
十
一
月
二
十
日　

予
定　

東
広
島
市
安
芸
津
町
大
芝
島

視
察
研
修

　

○
十
二
月　

予
定　

タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト　

オ
ー
ガ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

工
業
部
報
告 　
　
　
工
業
部
部
長　

山
本 

靖
則

平
成
二
十
三
年
度　

活
動
予
定

企
業
訪
問　
（
年
二
回
）

　

○
七
月
八
日　

中
川
農
園　

安
佐
北
区
白
木
町

　

○
十
一
月　

予
定

視
察
研
修

　

◯
十
一
月　

予
定　

九
州
方
面

商
業
部
報
告 　
　
　
商
業
部
部
長　

奥
田 

幸
彦

平
成
二
十
三
年
度　

商
業
部
活
動
予
定

今
年
度
、
商
業
部
で
は
高
陽
町
商
工
会
設
立
五
十
周
年

事
業
と
し
て
『
こ
う
よ
う
・
し
ら
き
産
直
市
』
の
企
画
・

運
営
を
中
心
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
。「
産
直
市
」
は
平
成

二
十
一
年
度
、
白
木
町
商
工
会
と
の
合
併
を
機
に
『
白
木
産

直
市
』
と
し
て
地
元
の
特
産
品
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
高
陽
町

と
白
木
町
の
交
流
を
積
極
的
に
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昨
年
（
平
成
二
十
二
年
度
）
に
は
『
こ

う
よ
う
・
し
ら
き
産
直
市
』
と
、
名
を
変
え
ま
し
た
。
今
年

度
は
五
十
周
年
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
す
る
た
め

に
、
新
し
い
取
組
み
も
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

第４２回女性部通常総会にて挨拶
する大瀬戸部長 

聴講者を前に、力強い主張発表の佐々
木和子さん

高陽町商工会　設立５０周年記念行事ご案内
　本年度は高陽町商工会が設立されて５０周年の輝かしい節目の年となります。下記５つの大きな記念行事を実
施します。会員皆様の多数のご参加をお願い致します。尚、詳細につきましては順次追ってご案内いたします。

設立５０周年記念新年互礼会　
平成24年1月19日（木）17:30よりリーガロイヤルホテル（広島市基町）

にて行います。多彩な内容のアトラクションを予定しております。「50
年の歴史」スライドも計画していますので楽しみにお待ちください。
　

設立５０周年記念表彰　
商工会が設立され 50 年という長い歴史は、会員の皆様ひとりひとりに支えられ御協力のたまものであり、入

会された 10 年ごとの節目での表彰（10 年表彰～ 50 年表彰）で 600 名の方々が対象者です。尚、
例えば今回は入会 10 年～ 19 年の会員さんは 10 年表彰となり 19 年の方は来年度更に 20 年表
彰となります。
又、表彰後すぐに利用できるよう額縁付で新年互礼会（1月 19 日）の席で表彰式を計画し
ております。

設立５０周年記念「高陽町商工会会員章」
高陽町商工会設立 50 周年を迎えるにあたり、1,000 名を越える会員の方々がおられます。1
口に 1,000 人と云いましても、お互い知らない方もおられ、すばらしい仲間であり共に誇りを
持って事業を進める為にも店頭に掲示しやすいサイズの会員章を記念品として準備中です。

設立５０周年記念　青年部ＯＢ会　
青年部は商工会運営にあたり、特に 40 歳までの若い経営者や 2代目
の活動の部で高陽町内に 1,000 本の桜を植えたり手入れをしたり高陽ま
つりの原動力としてボランティアで今でも地域を支え続けております。
設立 50 周年にあたり青年部OBは約 130 名を数え、労をねぎらうと共
に今後高陽町商工会の絆を深める行事として実施します。

設立５０周年記念　こうよう･しらき産直市　　
従来高陽町商工会商業部が行っている「こうよう･しらき産直市」を
50 周年記念行事として平成 23 年 11 月 3 日（祝）を予定に只今、商業
部が来場者 2,000 人～ 2,500 人を予定して企画中です。野菜のみならず、
リフォームや会員等の自社製造品販売ブース等計画中ですので、出展
希望の方は事務局まで問い合わせください。

前年度の新年互礼会の様子

表彰状イメージ

記
念
会
員
章

　
　
　

イ
メ
ー
ジ

青年部・OBによるさくら手入れの様子

昨年度の産直市の様子


